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　この度は環境制御装置まなぶくん MD-ECS-01Bをお買い上げいただき、誠にあり
がとうございます。

本製品は、お使いになる方に合わせて各種動作設定を行う必要があります。ご使用前に
取扱説明書をお読みになり、適切な設定を行った上でお使い下さい。

　使用上のご注意

　・本製品の故障や誤作動が直接人命や財産の損失・損害に関わるような使い方は
　　絶対にしないで下さい。

　・本製品は防水仕様ではありません。水滴のかかる場所や加湿器等のそばには設置
　　しないで下さい。

　・強い衝撃を与えたり異物が入ると故障の原因になるので、適切な場所に設置して
　　使用して下さい。

　・ケースを開けたり、分解や改造は絶対にしないで下さい。

　・万一、故障や異常を感じたら直ちにACアダプターをコンセントから抜き、販売店
　　に連絡して下さい。

同梱品一覧

ご使用前に次のものが入っていることを確認して下さい。

１．本体 1個

２．表示器 （支持具用金具付き） 1個

３．送信器 2個

４．ＡＣアダプター 1個

５．ＬＡＮケーブル ３本

６．Φ3.5モノラルケーブル 1本

７．階層・チャンネル表 （収納クリアファイル付き） 3部

８．階層・チャンネル表　見本 1部

９．固定用品（マジックテープ等） 1式

１０．取扱説明書および保証書 1部
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コール出力コネクタ

本体（１個）

背面

※ＡＣアダプターを接続します。

　（接続すると電源は常にＯＮ）

※表示器、送信器等の周辺機器を接続します。

各部の名称

※市販のスイッチ（Φ３．５モノラルプラグ出力）を接続します。

操作スイッチコネクタ １～１１（Φ３．５ジャック）

周辺機器コネクタ(４口)

電源コネクタ

前面

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１

設
定

送
信

学
習

モード

液晶画面

ブザー穴

前面

背面

－ ＋ 設定

　・＋スイッチ　 → 操作スイッチ１

　・－スイッチ　 → 操作スイッチ２

※これらのスイッチは本体内部で下記の操作スイッチとつながっています。

　設定モードや学習モードでの操作や送信モードでの動作確認に使用します。

－スイッチ ＋スイッチ 設定スイッチ

　・設定スイッチ → 操作スイッチ11

モードスイッチ
※設定、送信、学習モードを

　切替えます。

環境制御装置　まなぶくん

周辺機器 電源コール受光部

赤外線リモコン受光部
※リモコン学習時に使用します。

※コールの入力端子に接続します。
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チャンネル階層

※付属クリアファイルを使用します。

※付属のＬＡＮケーブルで
　本体と接続します。

※付属のＬＡＮケーブルで本体と接続します。

　２個の送信器からは同じ赤外線信号が送信されます。（１個のみでも使用できます）

　それぞれ違う向きに設置することで信号が広範囲に飛び、より安定して家電を操作できます。

※支持具を使わない場合は、金具を

　取外した状態でも使用できます。

表示器（支持具用金具付き）（１個）

送信器（２個）

※適合する支持具についてはお問合せ下さい。

※赤外線信号はアクリル板側から送信されます、遮蔽物で塞がない様に設置して下さい。

表示器

支持具用金具

階層表示ＬＥＤ チャンネル表示ＬＥＤ 階層・チャンネル表用ねじ

ブザー穴

周辺機器コネクタ

支持具取付ねじ（１/４インチめねじ）

支持具用金具取付ねじ（４本）

アクリル板 周辺機器コネクタ
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ＡＣアダプター（１個）

Φ３．５モノラルケーブル １ｍ（１本）

※市販のＬＡＮケーブルを使用する場合はストレート結線のものをお使い下さい。

ＬＡＮケーブル ３ｍ（３本）
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決定スイッチ（１１番）

操作スイッチの接続

接続方法

・ダイレクト方式（複数スイッチ操作）の場合

チャンネル決定スイッチ（１～１０番）

・オートスキャン１、オートスキャン２方式（１スイッチ操作）の場合

・ステップスキャン方式（２スイッチ操作）の場合

　　※オートスキャン１方式の詳細はＰ２３～２４を参照して下さい。

　　※オートスキャン２方式の詳細はＰ２５～２６を参照して下さい。

　　※ステップスキャン方式の詳細はＰ２７～２８を参照して下さい。

　　※ダイレクト方式の詳細はＰ２９～３０を参照して下さい。

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１

設
定
送
信
学
習

モード

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１

設
定
送
信
学
習

モード

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１

設
定
送
信
学
習

モード

スキャン開始・決定スイッチ（１１番）

スキャンスイッチ（１番）

階層スキャンスイッチ（１１番）
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コ
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設定編

設定の流れ

まなぶくんをより快適にお使い頂くため、下記の流れにそって適切な設定を行って下さい。

１．操作スイッチの確認
お使いになる操作スイッチの数および長押し操作の可否を確認して下さい。

操作スイッチの数により制御方式が決定します。一般的には下記のような組み合わせになります。
・１スイッチ操作の場合　：オートスキャン１またはオートスキャン２
・２スイッチ操作の場合　：ステップスキャン
・複数スイッチ操作の場合：ダイレクト
※各制御方式の詳細は、「送信モードの説明」（P21～）を参照して下さい。

長押し操作の可否は、コール（呼び鈴）操作（P11）や連続送信（P18～19）、パススルーモードの解
除操作（P19）等に関係します。
お使いになる方の運動機能による可否と、スイッチの構造による可否の両方を確認して下さい。

２．階層・チャンネル表の作成

付属の「階層・チャンネル表　見本」を参考にして、まなぶくんで操作したい機器とその動作を付属の
「階層・チャンネル表」に書き込んで下さい。この表を元に学習モードの設定を行います。

３．機器の接続

「各部の名称」（P3～5）、「操作スイッチの接続」（P6）、「本体・周辺機器の接続」（P7）を参照
して、まなぶくん本体、周辺機器、操作スイッチ等を接続し電源を入れて下さい。

４．設定モードの設定

「設定モードの説明」（P9）を参照して「設定モード設定項目」（P10～13）の設定を行って下さい。
設定モードでは、まなぶくんの動作や操作に関する設定を行います。

５．学習モードの設定

「学習モードの説明」（P14～15）を参照して「学習モード設定項目」（P16～20）の設定を行って下
さい。学習モードでは、階層・チャンネル毎に赤外線信号の学習や送信データ種類等の設定を行います。

6．送信モードで動作確認

まなぶくんを実際に操作して設定通りに動作するか確認して下さい。
送信モードの操作方法は「送信モードの説明」（P21～）を参照して下さい。
必要に応じて「設定モード」、「学習モード」に戻り設定を修正して下さい。
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設定モードの説明

設定モードでは、制御方式、コール（呼び鈴）、スイッチフィルター等、まなぶくんの動作や操作に関する
設定を行います。
下記の操作方法で「設定モード設定項目」（P10～13）を設定して下さい。

設定モードの操作方法

１．.設定モードへの切替え
まなぶくん本体背面のモードスイッチ（P3）を「設定」側にスライドして設定モードに切替えます。
設定モードに切替えると本体の液晶画面に下のような画面が表示されます。
設定モードでは「設定モード設定項目」のように、各設定メニューの中に関連性のある設定項目（最大3
項目）がまとめられています。
液晶画面には設定メニューとその中の設定項目、現在の設定値が表示されます。

設定モード画面

設定モード表示→ <ｾｯﾃｲ>   [ｾｲｷﾞｮﾎｳｼｷ] ←[ ]内は設定メニュー表示

設定項目1→  ﾎｳｼｷ [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1] ←[ ]内は設定値表示

設定項目2→  ｽｷｬﾝｶﾝｶｸ [ 1.0]sec ←[ ]内は設定値表示

２．.設定メニューの選択

下の設定メニュー選択画面のように、どの設定項目にも選択マーク（→）が表示されていない場合は設定

メニューを選択できます。
＋、－スイッチ（P3）で設定メニューを選択し、決定スイッチ（P3）で設定メニューを決定します。

設定メニュー選択画面

<ｾｯﾃｲ>   [ｾｲｷﾞｮﾎｳｼｷ] ← ＋、－スイッチでメニュー選択

選択マーク無し→  ﾎｳｼｷ [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]
選択マーク無し→  ｽｷｬﾝｶﾝｶｸ [ 1.0]sec

３．設定項目の設定

設定メニューを決定すると、設定画面1のように設定項目1の左側に選択マークが表示され、その設定値
を変更できるようになります。
＋、－スイッチで設定値を変更し、決定スイッチで設定値を決定します。

設定画面1

<ｾｯﾃｲ>   [ｾｲｷﾞｮﾎｳｼｷ]
選択マーク有り→ ￫ﾎｳｼｷ [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1] ← ＋、－スイッチで設定値変更

 ｽｷｬﾝｶﾝｶｸ [ 1.0]sec

決定スイッチを押すと、設定画面2のように次の設定項目に選択マークが移ります。
設定メニュー内の最後の設定項目に選択マークがあるときに決定スイッチを押すと、選択マークが消え
設定メニューの選択に戻ります。
※設定の途中で設定メニューの選択に戻ることはできません。設定メニューの選択に戻るには、選択マ
　ークが消えるまで決定スイッチを押して設定を進めて下さい。

設定画面2

<ｾｯﾃｲ>   [ｾｲｷﾞｮﾎｳｼｷ]
 ﾎｳｼｷ [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]

選択マーク有り→ ￫ｽｷｬﾝｶﾝｶｸ [ 1.0]sec ← ＋、－スイッチで設定値変更
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た

場
合

、
自

動
で

表
示

器
を

消
灯

す
る

事
が

で
き

ま
す

。
自

動
原

点
復

帰
[無

操
作

時
間

]が
有

効
な

場
合

は
自

動
原

点
復

帰
後

、
無

効
の

場
合

は
最

後
の

ス
イ

ッ
チ

操
作

か
ら

こ
の

機
能

が
働

く
ま

で
の

時
間

を
設

定
し

ま
す

。
（

ﾑ
ｿ
ｳ
ｻ
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
）

※
[
-
-
]
は

機
能

無
効

液
晶

画
面

初
期

値
：

[
1
0
]
分

<
ｾ
ｯ
ﾃ
ｲ
>
 
 
 
 
[
ｵ
ｰ
ﾄ
ｽ
ﾘ
ｰ
ﾌ
ﾟ
]

 
ﾑ
ｿ
ｳ
ｻ
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
 
[
1
0
]
m
i
n

10



ブ
ザ

ー
（

操
作

音
）

1
.音

程
[
ﾋ
ｸ
ｲ
]
（

低
い

）
本

体
お

よ
び

表
示

器
ブ

ザ
ー

の
音

程
を

設
定

し
ま

す
。

お
好

み
で

設
定

し
て

下
さ

い
。

（
ｵ
ﾝ
ﾃ
ｲ
）

[
ﾀ
ｶ
ｲ
]
（

高
い

）

液
晶

画
面

初
期

値
：

[
ﾋ
ｸ
ｲ
]

<
ｾ
ｯ
ﾃ
ｲ
>
 
 
 
 
 
 
 
[
ﾌ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｰ
]

 
ｵ
ﾝ
ﾃ
ｲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[
ﾋ
ｸ
ｲ
]

2
.本

体
ボ

リ
ュ

ー
ム

[
0
]
（

消
音

）
本

体
ブ

ザ
ー

の
音

量
を

設
定

し
ま

す
。

 
ﾎ
ﾝ
ﾀ
ｲ
 
 
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｭ
ｰ
ﾑ
 
[
1
]

（
ﾎ
ﾝ
ﾀ
ｲ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｭ
ｰ
ﾑ
）

[
1
]
（

小
さ

い
）

 
ﾋ
ｮ
ｳ
ｼ
ﾞ
ｷ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｭ
ｰ
ﾑ
 
[
1
]

[
2
]
（

大
き

い
）

初
期

値
：

[
1
]

3
.表

示
器

ボ
リ

ュ
ー

ム
[
0
]
（

消
音

）
表

示
器

ブ
ザ

ー
の

音
量

を
設

定
し

ま
す

。

（
ﾋ
ｮ
ｳ
ｼ
ﾞ
ｷ
ﾎ
ﾞ
ﾘ
ｭ
ｰ
ﾑ
）

[
1
]
（

小
さ

い
）

[
2
]
（

大
き

い
）

初
期

値
：

[
1
]

コ
ー

ル
1

.操
作

方
式

[
ｺ
ｰ
ﾙ
ﾑ
ｺ
ｳ
]

コ
ー

ル
出

力
を

O
N

に
す

る
た

め
の

操
作

方
式

を
設

定
し

ま
す

。
・
[
ｺ
ｰ
ﾙ
ﾑ
ｺ
ｳ
]
：

コ
ー

ル
機

能
を

無
効

に
し

ま
す

。
・
[
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
]
：

長
押

し
方

式
で

コ
ー

ル
を

操
作

し
ま

す
。

・
[
ﾊ
ﾔ
ｵ
ｼ
]
：

早
押

し
方

式
で

コ
ー

ル
を

操
作

し
ま

す
。

・
[
ﾘ
ｽ
ﾞ
ﾑ
]
：

リ
ズ

ム
方

式
で

コ
ー

ル
を

操
作

し
ま

す
。

（
ｿ
ｳ
ｻ
ﾎ
ｳ
ｼ
ｷ
）

[
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
]

液
晶

画
面

[
ﾊ
ﾔ
ｵ
ｼ
]

<
ｾ
ｯ
ﾃ
ｲ
>
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[
ｺ
ｰ
ﾙ
]

[
ﾘ
ｽ
ﾞ
ﾑ
]

 
ｿ
ｳ
ｻ
ﾎ
ｳ
ｼ
ｷ
 
 
 
[
ｺ
ｰ
ﾙ
ﾑ
ｺ
ｳ
]

初
期

値
：

[
ｺ
ｰ
ﾙ
ﾑ
ｺ
ｳ
]

2
.コ

ー
ル

O
N

時
間

[
0
.
1
]
～
[
5
.
0
]
秒

※
こ

の
設

定
は

コ
ー

ル
操

作
方

式
が

コ
ー

ル
無

効
以

外
の

場
合

に
表

示
さ

れ
ま

す
。

コ
ー

ル
操

作
で

コ
ー

ル
出

力
を

O
N

に
す

る
と

、
コ

ー
ル

出
力

リ
レ

ー
が

O
N

に
な

り
、

コ
ー

ル
O

N
時

間
経

過
後

に
自

動
で

O
F
F
に

な
り

ま
す

。
接

続
し

た
コ

ー
ル

（
呼

び
鈴

）
が

正
し

く
動

作
す

る
よ

う
に

コ
ー

ル
O

N
時

間
を

設
定

し
ま

す
。

（
ｺ
ｰ
ﾙ
O
N
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
）

初
期

値
：

[
1
.
0
]
秒

コ
ー

ル
操

作
　

長
押

し
方

式
1

.操
作

ス
イ

ッ
チ

[
0
1
]
～

[
1
1
]

※
こ

の
設

定
は

コ
ー

ル
操

作
方

式
が

長
押

し
方

式
の

場
合

の
み

表
示

さ
れ

ま
す

。

コ
ー

ル
操

作
方

式
が

長
押

し
操

作
の

場
合

の
設

定
を

行
い

ま
す

。
コ

ー
ル

操
作

ス
イ

ッ
チ

を
設

定
時

間
以

上
押

し
続

け
る

と
コ

ー
ル

出
力

が
Ｏ

Ｎ
に

な
り

ま
す

。

設
定

項
目

1
.操

作
ス

イ
ッ

チ
：

コ
ー

ル
操

作
ス

イ
ッ

チ
を

設
定

し
ま

す
。

（
操

作
ス

イ
ッ

チ
1

～
1

1
か

ら
選

択
）

2
.長

押
し

時
間

：
操

作
ス

イ
ッ

チ
の

長
押

し
時

間
を

設
定

し
ま

す
。

※
こ

の
方

式
は

ス
イ

ッ
チ

の
長

押
し

操
作

が
可

能
な

場
合

の
み

使
用

で
き

ま
す

。
　

長
押

し
操

作
が

不
可

の
場

合
は

、
早

押
し

方
式

、
リ

ズ
ム

方
式

を
選

択
し

て
下

さ
い

。

（
ｿ
ｳ
ｻ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
）

初
期

値
：

[
1
1
]

液
晶

画
面

<
ｾ
ｯ
ﾃ
ｲ
>
 
 
 
[
ｺ
ｰ
ﾙ
 
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
]

 
ｿ
ｳ
ｻ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
 
 
 
[
1
1
]

 
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
 
[
2
.
0
]
s
e
c

2
.長

押
し

時
間

[
0
.
1
]
～
[
5
.
0
]
秒

（
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
）

初
期

値
：

[
2
.
0
]
秒
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コ
ー

ル
操

作
　

早
押

し
方

式
1

.操
作

ス
イ

ッ
チ

[
0
1
]
～

[
1
1
]

※
こ

の
設

定
は

コ
ー

ル
操

作
方

式
が

早
押

し
方

式
の

場
合

の
み

表
示

さ
れ

ま
す

。

コ
ー

ル
操

作
方

式
が

早
押

し
操

作
の

場
合

の
設

定
を

行
い

ま
す

。
コ

ー
ル

操
作

ス
イ

ッ
チ

を
制

限
時

間
内

に
設

定
回

数
押

す
と

コ
ー

ル
出

力
が

Ｏ
Ｎ

に
な

り
ま

す
。

設
定

項
目

1
.操

作
ス

イ
ッ

チ
：

コ
ー

ル
操

作
ス

イ
ッ

チ
を

設
定

し
ま

す
。

（
操

作
ス

イ
ッ

チ
1

～
1

1
か

ら
選

択
）

2
.制

限
時

間
：

ス
イ

ッ
チ

操
作

の
制

限
時

間
を

設
定

し
ま

す
。

3
.操

作
回

数
：

ス
イ

ッ
チ

操
作

の
回

数
を

設
定

し
ま

す
。

（
ｿ
ｳ
ｻ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
）

初
期

値
：

[
1
1
]

液
晶

画
面

<
ｾ
ｯ
ﾃ
ｲ
>
 
 
 
 
[
ｺ
ｰ
ﾙ
 
ﾊ
ﾔ
ｵ
ｼ
]

2
.制

限
時

間
[
0
.
1
]
～
[
5
.
0
]
秒

 
ｿ
ｳ
ｻ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
 
 
 
[
1
1
]

（
ｾ
ｲ
ｹ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
）

初
期

値
：

[
3
.
0
]
秒

 
ｾ
ｲ
ｹ
ﾞ
ﾝ
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
 
[
3
.
0
]
s
e
c

 
ｿ
ｳ
ｻ
ｶ
ｲ
ｽ
ｳ
 
 
 
[
3
]
ｶ
ｲ

3
.操

作
回

数
[
2
]
～

[
4
]
回

（
ｿ
ｳ
ｻ
ｶ
ｲ
ｽ
ｳ
）

初
期

値
：

[
3
]
回

コ
ー

ル
操

作
　

リ
ズ

ム
方

式
1

.操
作

ス
イ

ッ
チ

[
0
1
]
～

[
1
1
]

※
こ

の
設

定
は

コ
ー

ル
操

作
方

式
が

リ
ズ

ム
方

式
の

場
合

の
み

表
示

さ
れ

ま
す

。

コ
ー

ル
操

作
方

式
が

リ
ズ

ム
方

式
の

場
合

の
設

定
を

行
い

ま
す

。
リ

ズ
ム

方
式

は
、

コ
ー

ル
操

作
ス

イ
ッ

チ
を

一
定

の
リ

ズ
ム

で
押

す
と

コ
ー

ル
出

力
が

Ｏ
Ｎ

に
な

る
方

式
で

す
。

操
作

回
数

が
3

回
の

場
合

、
ス

イ
ッ

チ
操

作
1

回
目

～
2

回
目

の
間

隔
と

、
2

回
目

～
3

回
目

の
間

隔
の

差
が

許
容

ば
ら

つ
き

時
間

内
で

あ
れ

ば
コ

ー
ル

出
力

が
Ｏ

Ｎ
に

な
り

ま
す

。
ス

イ
ッ

チ
操

作
の

間
隔

は
設

定
不

要
（

最
大

1
0

秒
）

で
リ

ズ
ム

が
一

定
で

あ
れ

ば
早

く
て

も
遅

く
て

も
反

応
し

ま
す

。

設
定

項
目

1
.操

作
ス

イ
ッ

チ
：

コ
ー

ル
操

作
ス

イ
ッ

チ
を

設
定

し
ま

す
。

（
操

作
ス

イ
ッ

チ
1

～
1

1
か

ら
選

択
）

2
.許

容
ば

ら
つ

き
時

間
：

ス
イ

ッ
チ

操
作

間
隔

の
許

容
ば

ら
つ

き
時

間
を

設
定

し
ま

す
。

　
（

こ
の

値
を

小
さ

く
す

る
と

リ
ズ

ム
が

一
定

か
ど

う
か

の
判

定
が

厳
し

く
な

り
ま

す
。

）
3

.操
作

回
数

：
ス

イ
ッ

チ
操

作
の

回
数

を
設

定
し

ま
す

。

（
ｿ
ｳ
ｻ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
）

初
期

値
：

[
1
1
]

液
晶

画
面

<
ｾ
ｯ
ﾃ
ｲ
>
 
 
 
 
[
ｺ
ｰ
ﾙ
 
ﾘ
ｽ
ﾞ
ﾑ
]

 
ｿ
ｳ
ｻ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
 
 
 
[
1
1
]

2
.許

容
ば

ら
つ

き
時

間
[
0
.
0
]
～
[
1
.
0
]
秒

 
ﾊ
ﾞ
ﾗ
ﾂ
ｷ
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
 
[
0
.
2
]
s
e
c

（
ﾊ
ﾞ
ﾗ
ﾂ
ｷ
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
）

初
期

値
：

[
0
.
2
]
秒

 
ｿ
ｳ
ｻ
ｶ
ｲ
ｽ
ｳ
 
 
 
[
3
]
ｶ
ｲ

3
.操

作
回

数
[
3
]
～

[
4
]
回

（
ｿ
ｳ
ｻ
ｶ
ｲ
ｽ
ｳ
）

初
期

値
：

[
3
]
回

ス
イ

ッ
チ

1
1

フ
ィ

ル
タ

ー
1

.O
N

フ
ィ

ル
タ

ー
[
0
.
0
0
]
～
[
2
.
5
0
]
秒

操
作

ス
イ

ッ
チ

1
1

に
対

し
て

O
N

フ
ィ

ル
タ

ー
時

間
を

設
定

し
ま

す
。

O
N

フ
ィ

ル
タ

ー
は

、
操

作
ス

イ
ッ

チ
を

設
定

時
間

以
上

長
押

し
し

な
い

と
ス

イ
ッ

チ
O

N
と

判
定

し
な

い
機

能
で

す
。

ス
イ

ッ
チ

を
操

作
す

る
と

き
に

震
え

な
ど

の
不

随
意

運
動

で
複

数
回

押
し

て
し

ま
う

よ
う

な
場

合
に

誤
操

作
防

止
と

し
て

使
用

で
き

ま
す

。

※
O

N
フ

ィ
ル

タ
ー

は
ス

イ
ッ

チ
の

長
押

し
操

作
が

可
能

な
場

合
の

み
使

用
で

き
ま

す
。

※
O

N
フ

ィ
ル

タ
ー

は
コ

ー
ル

操
作

、
パ

ス
ス

ル
ー

モ
ー

ド
操

作
に

は
影

響
し

ま
せ

ん
。

※
初

期
値

の
0

.0
5

秒
は

ス
イ

ッ
チ

自
体

の
チ

ャ
タ

リ
ン

グ
防

止
の

た
め

の
値

で
す

。
　

（
O
N
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ
ｰ
）

初
期

値
：

[
0
.
0
5
]
秒

液
晶

画
面

<
ｾ
ｯ
ﾃ
ｲ
>
 
[
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
1
1
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ
ｰ
]

 
O
N
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ
ｰ
 
 
[
0
.
0
5
]
s
e
c

 
O
F
F
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ
ｰ
 
[
0
.
0
0
]
s
e
c

2
.O

F
F
フ

ィ
ル

タ
ー

[
0
.
0
0
]
～
[
2
.
5
0
]
秒

操
作

ス
イ

ッ
チ

1
1

に
対

し
て

O
F
F
フ

ィ
ル

タ
ー

時
間

を
設

定
し

ま
す

。
O

F
F
フ

ィ
ル

タ
ー

は
、

ス
イ

ッ
チ

O
N

の
後

に
操

作
ス

イ
ッ

チ
を

離
し

た
（

押
さ

な
い

）
状

態
が

設
定

時
間

以
上

続
か

な
い

と
ス

イ
ッ

チ
O

F
F
と

判
定

し
な

い
機

能
で

す
。

送
信

モ
ー

ド
で

は
ス

イ
ッ

チ
O

N
で

動
作

後
、

一
旦

ス
イ

ッ
チ

O
F
F
に

な
ら

な
い

と
次

の
ス

イ
ッ

チ
操

作
を

受
け

付
け

な
い

の
で

、
パ

ル
ス

出
力

式
の

ス
イ

ッ
チ

で
不

随
意

的
に

複
数

回
操

作
し

て
し

ま
う

よ
う

な
場

合
に

誤
操

作
防

止
と

し
て

使
用

で
き

ま
す

。
※

O
F
F
フ

ィ
ル

タ
ー

は
コ

ー
ル

操
作

、
パ

ス
ス

ル
ー

モ
ー

ド
操

作
に

は
影

響
し

ま
せ

ん
。

（
O
F
F
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ
ｰ
）

初
期

値
：

[
0
.
0
0
]
秒
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ス
イ

ッ
チ

0
1

フ
ィ

ル
タ

ー
　

　
　

　
か

ら
ス

イ
ッ

チ
1

0
フ

ィ
ル

タ
ー

 

1
.O

N
フ

ィ
ル

タ
ー

[
0
.
0
0
]
～
[
2
.
5
0
]
秒

※
オ

ー
ト

ス
キ

ャ
ン

の
場

合
、

ス
イ

ッ
チ

1
1

フ
ィ

ル
タ

ー
の

み
表

示
さ

れ
ま

す
。

※
ス

テ
ッ

プ
ス

キ
ャ

ン
の

場
合

、
ス

イ
ッ

チ
1

1
、

0
1

フ
ィ

ル
タ

ー
の

み
表

示
さ

れ
ま

す
。

※
ダ

イ
レ

ク
ト

の
場

合
、

全
て

の
ス

イ
ッ

チ
フ

ィ
ル

タ
ー

が
表

示
さ

れ
ま

す
。

上
記

の
ス

イ
ッ

チ
1

1
フ

ィ
ル

タ
ー

と
同

じ
機

能
で

す
。

同
様

に
設

定
し

て
下

さ
い

。

（
O
N
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ
ｰ
）

初
期

値
：

[
0
.
0
5
]
秒

2
.O

F
F
フ

ィ
ル

タ
ー

[
0
.
0
0
]
～
[
2
.
5
0
]
秒

（
O
F
F
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾀ
ｰ
）

初
期

値
：

[
0
.
0
0
]
秒

オ
ー

ル
リ

セ
ッ

ト

-
-

本
機

の
全

設
定

、
全

学
習

デ
ー

タ
を

リ
セ

ッ
ト

し
て

工
場

出
荷

時
の

状
態

に
戻

し
ま

す
。

リ
セ

ッ
ト

を
実

行
す

る
と

各
設

定
は

初
期

値
に

戻
り

、
学

習
デ

ー
タ

は
消

去
さ

れ
ま

す
。

操
作

方
法

・
設

定
メ

ニ
ュ

ー
を

オ
ー

ル
リ

セ
ッ

ト
に

切
替

え
て

決
定

ス
イ

ッ
チ

を
押

す
と

画
面

1
に

な
り

ま
す

。
・

画
面

1
で

決
定

ス
イ

ッ
チ

を
3

秒
以

上
長

押
し

す
る

と
リ

セ
ッ

ト
が

始
ま

り
、

画
面

2
に

な
り

ま
す

。
　

リ
セ

ッ
ト

が
完

了
す

る
と

設
定

メ
ニ

ュ
ー

選
択

に
戻

り
ま

す
。

・
画

面
1

で
＋

ま
た

は
－

ス
イ

ッ
チ

を
押

す
と

リ
セ

ッ
ト

せ
ず

に
設

定
メ

ニ
ュ

ー
選

択
に

戻
り

ま
す

。

液
晶

画
面

<
ｾ
ｯ
ﾃ
ｲ
>
 
 
 
 
 
[
ｵ
ｰ
ﾙ
ﾘ
ｾ
ｯ
ﾄ
]

*
 
 
ｽ
ﾍ
ﾞ
ﾃ
ﾉ
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ｦ
ﾘ
ｾ
ｯ
ﾄ
 
 
*

画
面

1
画

面
2

<
ｾ
ｯ
ﾃ
ｲ
>
 
 
 
 
 
[
ｵ
ｰ
ﾙ
ﾘ
ｾ
ｯ
ﾄ
]

<
ｾ
ｯ
ﾃ
ｲ
>
 
 
 
 
 
[
ｵ
ｰ
ﾙ
ﾘ
ｾ
ｯ
ﾄ
]

*
 
 
 
 
ﾘ
ｾ
ｯ
ﾄ
ｼ
ﾏ
ｽ
ｶ
?
 
 
 
 
 
*

*
 
 
 
 
 
ﾘ
ｾ
ｯ
ﾄ
ﾁ
ｭ
ｳ
 
 
 
 
 
 
*

 
ﾊ
ｲ
 
:
ｹ
ｯ
ﾃ
ｲ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
(
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
)

 
ｲ
ｲ
ｴ
:
+
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
､
-
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
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学習モードの説明

学習モードでは、階層・チャンネル毎に赤外線信号の学習や、送信データ種類等の設定を行います。
学習モードの設定の流れは、①設定を行う階層とチャンネルを選択、②選択した階層・チャンネルに対して
各種設定、となります。
作成した「階層・チャンネル表」を元に、それぞれの階層・チャンネルに下記の操作方法で「学習モード設
定項目」（P16～20）を設定して下さい。

学習モードの操作方法

１．学習モードへの切替え

まなぶくん本体背面のモードスイッチ（P3）を「学習」側にスライドして学習モードに切替えます。

２．階層選択

学習モードに切替えると本体の液晶画面に下のような階層選択画面が表示されます。
＋、－スイッチ（P3）で階層を選択し、決定スイッチ（P3）で階層を決定します。

階層選択画面

学習モード表示→ <ｶﾞｸｼｭｳ>  [ｶｲｿｳｾﾝﾀｸ] ← 階層選択表示

* ｾｯﾃｲｽﾙｶｲｿｳｦｾﾝﾀｸ  *
階層に選択マーク(→)→ ￫ｶｲｿｳ  [01] ← ＋、－スイッチで階層選択

 ﾁｬﾝﾈﾙ [01]

表示器

階層に選択マーク(・)→  01 . 01 .

３．チャンネル選択

階層を決定すると下のようなチャンネル選択画面が表示されます。
＋、－スイッチでチャンネルを選択し、決定スイッチでチャンネルを決定します。
表示中の階層・チャンネルに送信可能なデータが設定されている場合、(ﾃﾞｰﾀｱﾘ)と表示されます。

チャンネル選択画面

<ｶﾞｸｼｭｳ> [ﾁｬﾝﾈﾙｾﾝﾀｸ] ← チャンネル選択表示

* ｾｯﾃｲｽﾙﾁｬﾝﾈﾙｦｾﾝﾀｸ *
 ｶｲｿｳ  [01]

チャンネルに選択マーク→ ￫ﾁｬﾝﾈﾙ [02] (ﾃﾞｰﾀｱﾘ) ← ＋、－スイッチでチャンネル選択

表示器

 01 . 02 . ←チャンネルに選択マーク

チャンネルを決定すると下のような設定メニュー選択画面が表示されます。
学習モードでは「学習モード設定項目」のように、各設定メニューの中に関連性のある設定項目（最大4
項目）がまとめられています。
液晶画面には設定メニューとその中の設定項目、現在の設定値が表示され、表示器には現在設定中の階
層・チャンネル番号が表示されます。

設定メニュー選択画面

<ｶﾞｸｼｭｳ>  [ｿｳｼﾝﾃﾞｰﾀ] ←[ ]内は設定メニュー表示

設定項目1→  [ｾｯﾃﾝ] ←[ ]内は設定値

設定項目2→  ﾕﾆｯﾄID [0] ←[ ]内は設定値

設定項目3→  ｾｯﾃﾝ　 [01] ←[ ]内は設定値
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表示器

 01 . 02 . ←設定中の階層・チャンネル番号

４．設定メニューの選択

下の設定メニュー選択画面のように、どの設定項目にも選択マーク（→）が表示されていない場合は設定

メニューを選択できます。
＋、－スイッチで設定メニューを選択し、決定スイッチで設定メニューを決定します。

設定メニュー選択画面

<ｶﾞｸｼｭｳ>  [ｿｳｼﾝﾃﾞｰﾀ] ← ＋、－スイッチでメニュー選択

選択マーク無し→  [ｾｯﾃﾝ]
選択マーク無し→  ﾕﾆｯﾄID [0]
選択マーク無し→  ｾｯﾃﾝ　 [01]

５．設定項目の設定

設定メニューを決定すると、設定画面1のように設定項目1の左側に選択マークが表示され、その設定値
を変更できるようになります。
＋、－スイッチで設定値を変更し、決定スイッチで設定値を決定します。

設定画面1

<ｶﾞｸｼｭｳ>  [ｿｳｼﾝﾃﾞｰﾀ]
選択マーク有り→ ￫[ｾｯﾃﾝ] ← ＋、－スイッチで設定値変更

 ﾕﾆｯﾄID [0]
 ｾｯﾃﾝ　 [01]

決定スイッチを押すと、設定画面2のように次の設定項目に選択マークが移ります。
設定メニュー内の最後の設定項目に選択マークがあるときに決定スイッチを押すと、選択マークが消え
設定メニューの選択に戻ります。
※設定の途中で設定メニューの選択に戻ることはできません。設定メニューの選択に戻るには、選択マ
　ークが消えるまで決定スイッチを押して設定を進めて下さい。

設定画面2

<ｶﾞｸｼｭｳ>  [ｿｳｼﾝﾃﾞｰﾀ]
 [ｾｯﾃﾝ]

選択マーク有り→ ￫ﾕﾆｯﾄID [0] ← ＋、－スイッチで設定値変更

 ｾｯﾃﾝ　 [01]

６．階層の選択へ戻る

各種設定の完了後、引き続き他の階層・チャンネルの設定を行う場合は、設定メニューの[ﾓﾄﾞﾙ]を選択し
て決定スイッチを押して下さい。「２．階層選択」に戻ります。

階層の選択へ戻る画面

<ｶﾞｸｼｭｳ>      [ﾓﾄﾞﾙ]
* [ｶｲｿｳｾﾝﾀｸ]ﾍﾓﾄﾞﾙ  *
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学
習

モ
ー

ド
設

定
項

目
設

定
メ

ニ
ュ

ー
設

定
項

目
設

定
範

囲
設

定
内

容

送
信

デ
ー

タ
1

.送
信

デ
ー

タ
種

類
[
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
]

送
信

モ
ー

ド
で

送
信

す
る

赤
外

線
信

号
の

種
類

を
設

定
し

ま
す

。

・
[
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
]
：

家
電

機
器

の
赤

外
線

リ
モ

コ
ン

か
ら

学
習

し
た

信
号

を
送

信
し

ま
す

。
赤

外
線

リ
モ

コ
ン

で
操

作
で

き
る

家
電

機
器

を
操

作
す

る
場

合
に

選
択

し
ま

す
。

送
信

デ
ー

タ
種

類
を

設
定

後
、

設
定

メ
ニ

ュ
ー

[
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
]
で

リ
モ

コ
ン

を
学

習
さ

せ
て

下
さ

い
。

・
[
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
]
：

オ
プ

シ
ョ

ン
の

接
点

ユ
ニ

ッ
ト

の
接

点
出

力
用

の
赤

外
線

信
号

を
送

信
し

ま
す

。
赤

外
線

リ
モ

コ
ン

で
操

作
で

き
な

い
機

器
（

介
護

ベ
ッ

ド
等

）
を

接
点

出
力

で
操

作
す

る
場

合
に

選
択

し
ま

す
。

[
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
]
を

選
ぶ

と
表

示
さ

れ
る

、
接

点
ユ

ニ
ッ

ト
ID

、
接

点
番

号
も

合
わ

せ
て

設
定

し
て

下
さ

い
。

（
赤

外
線

信
号

は
プ

リ
セ

ッ
ト

さ
れ

て
い

る
た

め
学

習
の

必
要

は
あ

り
ま

せ
ん

。
）

・
[
ﾊ
ﾟ
ｽ
ｽ
ﾙ
ｰ
]
：

オ
プ

シ
ョ

ン
の

接
点

ユ
ニ

ッ
ト

の
接

点
出

力
用

の
赤

外
線

信
号

を
送

信
し

ま
す

。
接

点
ユ

ニ
ッ

ト
の

接
点

を
他

の
機

器
の

操
作

ス
イ

ッ
チ

と
し

て
使

用
す

る
場

合
に

選
択

し
ま

す
。

[
ﾊ
ﾟ
ｽ
ｽ
ﾙ
ｰ
]
を

選
ぶ

と
表

示
さ

れ
る

、
接

点
ユ

ニ
ッ

ト
ID

、
ス

イ
ッ

チ
1

1
連

動
接

点
番

号
、

ス
イ

ッ
チ

0
1

連
動

接
点

番
号

も
合

わ
せ

て
設

定
し

て
下

さ
い

。
（

赤
外

線
信

号
は

プ
リ

セ
ッ

ト
さ

れ
て

い
る

た
め

学
習

の
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。

）

※
[
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
]
と

[
ﾊ
ﾟ
ｽ
ｽ
ﾙ
ｰ
]
の

違
い

に
つ

い
て

[
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
]
と
[
ﾊ
ﾟ
ｽ
ｽ
ﾙ
ｰ
]
は

ど
ち

ら
も

接
点

ユ
ニ

ッ
ト

の
接

点
出

力
を

操
作

す
る

た
め

の
設

定
で

す
が

、
送

信
モ

ー
ド

で
の

操
作

方
法

や
操

作
対

象
の

機
器

に
下

記
の

よ
う

な
違

い
が

あ
り

ま
す

。

　
[
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
]
：

送
信

モ
ー

ド
で

[
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
]
が

設
定

さ
れ

た
階

層
・

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

選
択

、
決

定
す

る
と

接
点

ユ
ニ

ッ
ト

用
の

赤
外

線
信

号
が

送
信

さ
れ

接
点

が
O

N
に

な
り

ま
す

。
再

び
接

点
を

O
N

に
す

る
場

合
も

階
層

・
チ

ャ
ン

ネ
ル

の
選

択
、

決
定

操
作

を
行

う
必

要
が

あ
り

ま
す

。
比

較
的

操
作

頻
度

が
低

い
も

の
や

、
介

護
ベ

ッ
ド

の
よ

う
に

操
作

対
象

が
ス

キ
ャ

ン
操

作
で

は
な

い
場

合
に

適
し

て
い

ま
す

。

　
[
ﾊ
ﾟ
ｽ
ｽ
ﾙ
ｰ
]
：

送
信

モ
ー

ド
で
[
ﾊ
ﾟ
ｽ
ｽ
ﾙ
ｰ
]
が

設
定

さ
れ

た
階

層
・

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

選
択

、
決

定
す

る
と

パ
ス

ス
ル

ー
モ

ー
ド

に
移

行
し

ま
す

。
パ

ス
ス

ル
ー

モ
ー

ド
で

は
階

層
・

チ
ャ

ン
ネ

ル
の

選
択

、
決

定
操

作
を

介
さ

ず
に

操
作

ス
イ

ッ
チ

１
１

お
よ

び
0

1
と

任
意

の
接

点
が

連
動

し
て

O
N

に
な

り
ま

す
。

連
動

す
る

接
点

を
操

作
対

象
の

ス
イ

ッ
チ

入
力

端
子

に
接

続
す

る
こ

と
で

、
ス

イ
ッ

チ
を

差
し

替
え

て
直

接
操

作
し

て
い

る
よ

う
な

操
作

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
比

較
的

操
作

頻
度

が
高

い
も

の
や

、
福

祉
電

話
の

よ
う

に
操

作
対

象
が

ス
キ

ャ
ン

操
作

の
場

合
に

適
し

て
い

ま
す

。

[
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
]

液
晶

画
面

[
ﾊ
ﾟ
ｽ
ｽ
ﾙ
ｰ
]

<
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
>
 
 
[
ｿ
ｳ
ｼ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
]

初
期

値
：

[
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
]

 
[
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
]
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2
.接

点
ユ

ニ
ッ

ト
ID

[
0
]
～

[
F
]

※
こ

の
設

定
は

送
信

デ
ー

タ
が

[
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
]
の

場
合

の
み

表
示

さ
れ

ま
す

。

接
点

出
力

を
行

う
接

点
ユ

ニ
ッ

ト
ID

、
接

点
番

号
を

設
定

し
ま

す
。

設
定

項
目

2
.接

点
ユ

ニ
ッ

ト
ID

：
　

接
点

ユ
ニ

ッ
ト

を
複

数
使

用
す

る
場

合
、

そ
れ

ぞ
れ

を
区

別
す

る
た

め
に

[
0
]
～

[
F
]
（

1
6

通
り

）
　

の
ID

を
設

定
で

き
ま

す
。

目
的

の
接

点
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
ID

設
定

ス
イ

ッ
チ

（
S

W
1

）
と

同
じ

値
に

　
設

定
し

て
下

さ
い

。
3

.接
点

番
号

：
　

操
作

す
る

接
点

番
号

[
0
1
]
～

[
1
0
]
を

選
択

し
ま

す
。

※
接

点
ユ

ニ
ッ

ト
用

の
赤

外
線

信
号

に
よ

り
家

電
機

器
が

誤
作

動
す

る
場

合
や

、
家

電
機

器
の

リ
モ

コ
　

ン
で

接
点

ユ
ニ

ッ
ト

が
誤

作
動

す
る

場
合

は
接

点
ユ

ニ
ッ

ト
ID

を
変

更
し

て
下

さ
い

。

※
介

護
ベ

ッ
ド

用
接

点
ユ

ニ
ッ

ト
で

は
、

接
点

番
号

[
0
1
]
～

[
0
6
]
が

下
記

の
ベ

ッ
ド

動
作

に
割

り
当

て
　

ら
れ

て
い

ま
す

。
目

的
の

動
作

の
接

点
番

号
を

設
定

す
る

こ
と

で
ベ

ッ
ド

操
作

が
可

能
で

す
。

　
（

介
護

ベ
ッ

ド
用

接
点

ユ
ニ

ッ
ト

の
取

扱
説

明
書

も
合

わ
せ

て
ご

覧
下

さ
い

。
）

　
[
0
1
]
：

背
上

げ
　

　
[
0
2
]
：

背
下

げ
　

　
[
0
3
]
：

足
上

げ
　

　
[
0
4
]
：

足
下

げ
　
[
0
5
]
：

高
さ

上
げ

　
[
0
6
]
：

高
さ

下
げ

液
晶

画
面

（
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ
I
D
）

初
期

値
：

[
0
]

<
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
>
 
 
[
ｿ
ｳ
ｼ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
]

 
[
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
]

 
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ
I
D
 
[
0
]

 
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
　

 
[
0
1
]

3
.接

点
番

号
[
0
1
]
～

[
1
0
]

（
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
）

初
期

値
：

[
0
1
]

2
.接

点
ユ

ニ
ッ

ト
ID

[
0
]
～

[
F
]

※
こ

の
設

定
は

送
信

デ
ー

タ
が

[
ﾊ
ﾟ
ｽ
ｽ
ﾙ
ｰ
]
の

場
合

の
み

表
示

さ
れ

ま
す

。

パ
ス

ス
ル

ー
モ

ー
ド

で
操

作
ス

イ
ッ

チ
と

連
動

す
る

接
点

ユ
ニ

ッ
ト

ID
、

接
点

番
号

を
設

定
し

ま
す

。

設
定

項
目

2
.接

点
ユ

ニ
ッ

ト
ID

：
　

接
点

ユ
ニ

ッ
ト

を
複

数
使

用
す

る
場

合
、

そ
れ

ぞ
れ

を
区

別
す

る
た

め
に

[
0
]
～

[
F
]
（

1
6

通
り

）
　

の
ID

を
設

定
で

き
ま

す
。

目
的

の
接

点
ユ

ニ
ッ

ト
内

の
ID

設
定

ス
イ

ッ
チ

（
S

W
1

）
と

同
じ

値
に

　
設

定
し

て
下

さ
い

。
3

.ス
イ

ッ
チ

1
1

連
動

接
点

番
号

：
　

操
作

ス
イ

ッ
チ

1
1

と
連

動
す

る
接

点
番

号
[
0
1
]
～

[
1
0
]
を

選
択

し
ま

す
。

4
.ス

イ
ッ

チ
0

1
連

動
接

点
番

号
：

　
操

作
ス

イ
ッ

チ
0

1
と

連
動

す
る

接
点

番
号

[
0
1
]
～

[
1
0
]
を

選
択

し
ま

す
。

　
ま

な
ぶ

く
ん

を
1

ス
イ

ッ
チ

で
操

作
す

る
場

合
や

、
操

作
し

た
い

機
器

が
1

ス
イ

ッ
チ

入
力

の
場

合
は

　
[-

-
]を

選
択

す
る

と
ど

の
接

点
と

も
連

動
せ

ず
こ

の
機

能
を

無
効

に
で

き
ま

す
。

※
パ

ス
ス

ル
ー

モ
ー

ド
で

操
作

ス
イ

ッ
チ

1
1

と
0

1
を

両
方

O
N

に
し

た
場

合
、

ス
イ

ッ
チ

1
1

に
連

動
　

す
る

接
点

の
み

が
O

N
に

な
り

ま
す

。

液
晶

画
面

（
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ
I
D
）

初
期

値
：

[
0
]

<
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
>
 
 
[
ｿ
ｳ
ｼ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
]

 
[
ﾊ
ﾟ
ｽ
ｽ
ﾙ
ｰ
]
 
 
ﾕ
ﾆ
ｯ
ﾄ
I
D
[
0
]

 
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
1
1
:
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
 
[
0
9
]

 
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
0
1
:
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
 
[
1
0
]

3
.ス

イ
ッ

チ
1

1
連

動
[
0
1
]
～

[
1
0
]

　
接

点
番

号
初

期
値

：
[
0
9
]

（
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
1
1
:
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
）

4
.ス

イ
ッ

チ
0

1
連

動
[
-
-
]
～

[
1
0
]

　
接

点
番

号
※

[
-
-
]
は

機
能

無
効

（
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
0
1
:
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
）

初
期

値
：

[
1
0
]
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リ
モ

コ
ン

学
習

-
-

※
こ

の
設

定
は

送
信

デ
ー

タ
が

[
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
]
の

場
合

の
み

表
示

さ
れ

ま
す

。

家
電

機
器

の
赤

外
線

リ
モ

コ
ン

を
本

機
に

学
習

（
記

憶
）

さ
せ

ま
す

。
す

で
に

学
習

デ
ー

タ
が

あ
る

場
合

は
上

書
き

さ
れ

ま
す

。

操
作

方
法

・
設

定
メ

ニ
ュ

ー
を

[
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
]
に

切
替

え
て

決
定

ス
イ

ッ
チ

を
押

す
と

画
面

1
に

な
り

ま
す

。
　

学
習

さ
せ

る
赤

外
線

リ
モ

コ
ン

を
ま

な
ぶ

く
ん

本
体

背
面

に
あ

る
受

光
部

に
向

け
、

リ
モ

コ
ン

　
ボ

タ
ン

を
短

く
1

回
押

し
て

下
さ

い
。

・
学

習
が

成
功

す
る

と
画

面
2

に
な

り
、

ブ
ザ

ー
が

ピ
ピ

ッ
（

高
高

）
と

鳴
り

ま
す

。
　

決
定

ス
イ

ッ
チ

を
押

す
と

学
習

し
た

デ
ー

タ
を

テ
ス

ト
送

信
で

き
ま

す
。

家
電

機
器

が
正

常
に

動
作

　
す

る
か

確
認

し
て

下
さ

い
。

　
＋

ま
た

は
－

ス
イ

ッ
チ

を
押

す
と

設
定

メ
ニ

ュ
ー

選
択

に
戻

り
ま

す
。

・
学

習
が

失
敗

す
る

と
画

面
3

.の
よ

う
に

エ
ラ

ー
コ

ー
ド

（
E

1
～

E
3

）
が

表
示

さ
れ

、
ブ

ザ
ー

が
　

ピ
ピ

ッ
（

低
低

）
と

鳴
り

ま
す

。
　

決
定

ス
イ

ッ
チ

を
押

す
と

画
面

1
の

状
態

に
戻

り
、

学
習

を
や

り
直

せ
ま

す
。

　
＋

ま
た

は
－

ス
イ

ッ
チ

を
押

す
と

学
習

を
中

止
し

て
設

定
メ

ニ
ュ

ー
選

択
に

戻
り

ま
す

。

エ
ラ

ー
コ

ー
ド

の
内

容
　

E
1

：
赤

外
線

信
号

が
O

F
F
の

状
態

を
検

知
で

き
な

い
た

め
学

習
を

開
始

で
き

ま
せ

ん
。

　
E

2
：

赤
外

線
信

号
の

O
N

の
時

間
が

長
す

ぎ
ま

す
。

　
E

3
：

赤
外

線
信

号
の

デ
ー

タ
量

が
多

す
ぎ

ま
す

。
※

エ
ラ

ー
に

な
る

場
合

は
、

近
く

で
他

の
赤

外
線

リ
モ

コ
ン

を
使

っ
て

い
な

い
こ

と
を

確
認

し
、

　
お

部
屋

の
照

明
を

消
す

、
太

陽
光

が
入

ら
な

い
よ

う
に

カ
ー

テ
ン

を
閉

め
る

等
を

行
い

学
習

を
　

や
り

直
し

て
下

さ
い

。
ど

う
し

て
も

う
ま

く
学

習
で

き
な

い
場

合
は

お
問

い
合

せ
下

さ
い

。

液
晶

画
面

<
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
>
 
 
 
 
[
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
]

*
 
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｼ
ﾝ
ｺ
ﾞ
ｳ
ｦ
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
 
*

画
面

1
画

面
2

画
面

3

<
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
>
 
 
 
 
[
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
]

<
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
>
 
 
 
 
[
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
]

<
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
>
 
 
 
 
[
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
]

*
 
ﾏ
ﾅ
ﾌ
ﾞ
ｸ
ﾝ
ﾉ
ｼ
ﾞ
ｭ
ｺ
ｳ
ﾌ
ﾞ
ﾍ
 
 
*

*
 
 
 
 
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
ｾ
ｲ
ｺ
ｳ
 
 
 
 
*

*
 
 
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
ｼ
ｯ
ﾊ
ﾟ
ｲ
 
E
1
 
 
*

*
 
ﾘ
ﾓ
ｺ
ﾝ
ｦ
ｿ
ｳ
ｼ
ﾝ
ｼ
ﾃ
ｸ
ﾀ
ﾞ
ｻ
ｲ
 
*

 
ﾃ
ｽ
ﾄ
ｿ
ｳ
ｼ
ﾝ
:
ｹ
ｯ
ﾃ
ｲ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ

 
ﾔ
ﾘ
ﾅ
ｵ
ｼ
 
 
:
ｹ
ｯ
ﾃ
ｲ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ

 
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ﾙ
 
 
 
:
+
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
､
-
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ

 
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ﾙ
 
 
 
:
+
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
､
-
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ

 
ﾓ
ﾄ
ﾞ
ﾙ
 
 
 
:
+
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
､
-
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ

長
押

し
操

作
　

[ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
]用

1
.長

押
し

操
作

[
O
F
F
]
（

無
効

）
※

こ
の

設
定

は
送

信
デ

ー
タ

が
[
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
]
の

場
合

の
み

表
示

さ
れ

ま
す

。

送
信

モ
ー

ド
で

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

決
定

し
た

と
き

に
操

作
ス

イ
ッ

チ
を

押
し

続
け

る
こ

と
で

、
赤

外
線

信
号

を
繰

り
返

し
送

信
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
テ

レ
ビ

の
音

量
調

整
や

番
組

表
の

ス
ク

ロ
ー

ル
な

ど
に

使
用

す
る

と
便

利
で

す
。

※
こ

の
機

能
は

ス
イ

ッ
チ

の
長

押
し

操
作

が
可

能
な

場
合

の
み

使
用

で
き

ま
す

。

（
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
ｿ
ｳ
ｻ
）

[
O
N
]
（

有
効

）

液
晶

画
面

初
期

値
：

[
O
F
F
]

<
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
>
 
 
 
 
 
[
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
]

ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
ｿ
ｳ
ｻ
 
 
[
O
F
F
]
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2
.送

信
間

隔
[
0
.
0
0
]
～

[
2
.
5
0
]
秒

設
定

項
目

1
.長

押
し

操
作

：
こ

の
機

能
の

有
効

、
無

効
を

設
定

し
ま

す
。

２
.送

信
間

隔
：

赤
外

線
信

号
を

送
信

す
る

間
隔

を
設

定
し

ま
す

。
※

送
信

間
隔

は
長

押
し

操
作

が
有

効
の

場
合

の
み

表
示

さ
れ

ま
す

。

（
ｿ
ｳ
ｼ
ﾝ
ｶ
ﾝ
ｶ
ｸ
）

初
期

値
：

[
1
.
0
0
]
秒

長
押

し
操

作
　

[ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
]用

1
.長

押
し

操
作

[
O
F
F
]
（

無
効

）
※

こ
の

設
定

は
送

信
デ

ー
タ

が
[
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
]
の

場
合

の
み

表
示

さ
れ

ま
す

。

長
押

し
操

作
が

無
効

の
場

合
、

送
信

モ
ー

ド
で

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

決
定

す
る

と
接

点
が

O
N

に
な

り
、

接
点

O
N

時
間

が
経

過
す

る
と

自
動

で
O

F
F
に

な
り

ま
す

。
長

押
し

操
作

が
有

効
の

場
合

、
送

信
モ

ー
ド

で
チ

ャ
ン

ネ
ル

を
決

定
し

た
と

き
に

操
作

ス
イ

ッ
チ

を
押

し
続

け
て

い
る

間
は

接
点

が
O

N
に

な
り

、
離

す
と

O
F
F
に

な
り

ま
す

。
※

操
作

ス
イ

ッ
チ

の
特

性
に

合
わ

せ
て

設
定

し
て

下
さ

い
。

※
接

点
O

N
時

間
を

長
く

す
る

こ
と

で
パ

ル
ス

出
力

式
の

ス
イ

ッ
チ

で
も

ベ
ッ

ド
操

作
が

可
能

で
す

。

設
定

項
目

1
.長

押
し

操
作

：
こ

の
機

能
の

有
効

、
無

効
を

設
定

し
ま

す
。

２
.接

点
O

N
時

間
：

接
点

が
O

N
に

な
る

時
間

を
設

定
し

ま
す

。
※

接
点

O
N

時
間

は
長

押
し

操
作

が
無

効
の

場
合

の
み

表
示

さ
れ

ま
す

。

（
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
ｿ
ｳ
ｻ
）

[
O
N
]
（

有
効

）

液
晶

画
面

初
期

値
：

[
O
F
F
]

<
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
>
 
 
 
 
 
[
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
]

ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
ｿ
ｳ
ｻ
 
 
 
[
O
F
F
]

ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
O
N
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
 
[
0
.
0
]
s
e
c

2
.接

点
O

N
時

間
[
0
.
2
]
～

[
5
.
0
]
秒

（
ｾ
ｯ
ﾃ
ﾝ
O
N
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
）

初
期

値
：

[
0
.
2
]
秒

パ
ス

ス
ル

ー
モ

ー
ド

解
除

1
.解

除
方

式
[
ﾑ
ｿ
ｳ
ｻ
]

※
こ

の
設

定
は

送
信

デ
ー

タ
が

[
ﾊ
ﾟ
ｽ
ｽ
ﾙ
ｰ
]
の

場
合

の
み

表
示

さ
れ

ま
す

。

パ
ス

ス
ル

ー
モ

ー
ド

の
解

除
方

式
を

設
定

し
ま

す
。

・
[
ﾑ
ｿ
ｳ
ｻ
]
：

設
定

時
間

以
上

、
無

操
作

状
態

に
す

る
こ

と
で

パ
ス

ス
ル

ー
モ

ー
ド

を
解

除
し

ま
す

。
・
[
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
]
：

任
意

の
操

作
ス

イ
ッ

チ
を

長
押

し
す

る
こ

と
で

パ
ス

ス
ル

ー
モ

ー
ド

を
解

除
し

ま
す

。
※
[
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
]
方

式
は

、
長

押
し

操
作

が
可

能
な

場
合

の
み

使
用

で
き

ま
す

。

（
ｶ
ｲ
ｼ
ﾞ
ｮ
ﾎ
ｳ
ｼ
ｷ
）

[
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
]

液
晶

画
面

初
期

値
：

[
ﾑ
ｿ
ｳ
ｻ
]

<
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
>
 
 
 
 
[
ﾊ
ﾟ
ｽ
ｽ
ﾙ
ｰ
]

 
ｶ
ｲ
ｼ
ﾞ
ｮ
ﾎ
ｳ
ｼ
ｷ
 
[
ﾑ
ｿ
ｳ
ｻ
]

 
ﾑ
ｿ
ｳ
ｻ
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
 
 
[
 
1
0
]
s
e
c

2
.無

操
作

時
間

[
1
0
]
～

[
6
0
0
]
秒

※
こ

の
設

定
は

パ
ス

ス
ル

ー
モ

ー
ド

解
除

方
式

が
[
ﾑ
ｿ
ｳ
ｻ
]
の

場
合

の
み

表
示

さ
れ

ま
す

。

パ
ス

ス
ル

ー
モ

ー
ド

を
解

除
す

る
た

め
の

無
操

作
時

間
を

設
定

し
ま

す
。

最
後

の
ス

イ
ッ

チ
操

作
か

ら
こ

の
設

定
時

間
が

経
過

す
る

と
パ

ス
ス

ル
ー

モ
ー

ド
が

自
動

で
解

除
さ

れ
ま

す
。

（
ﾑ
ｿ
ｳ
ｻ
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
）

初
期

値
：

[
6
0
]
秒

2
.操

作
ス

イ
ッ

チ
[
0
1
]
ま

た
は

[
1
1
]

※
こ

の
設

定
は

パ
ス

ス
ル

ー
モ

ー
ド

解
除

方
式

が
[
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
]
の

場
合

の
み

表
示

さ
れ

ま
す

。

パ
ス

ス
ル

ー
モ

ー
ド

を
解

除
す

る
た

め
の

操
作

ス
イ

ッ
チ

と
長

押
し

時
間

を
設

定
し

ま
す

。
操

作
ス

イ
ッ

チ
を

こ
の

設
定

時
間

以
上

押
し

続
け

る
と

パ
ス

ス
ル

ー
モ

ー
ド

が
解

除
さ

れ
ま

す
。

設
定

項
目

2
.操

作
ス

イ
ッ

チ
：

操
作

ス
イ

ッ
チ

を
設

定
し

ま
す

。
（

操
作

ス
イ

ッ
チ

1
～

1
1

か
ら

選
択

）
3

.長
押

し
時

間
：

操
作

ス
イ

ッ
チ

の
長

押
し

時
間

を
設

定
し

ま
す

。

液
晶

画
面

（
ｿ
ｳ
ｻ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
）

初
期

値
：

[
1
1
]

<
ｶ
ﾞ
ｸ
ｼ
ｭ
ｳ
>
 
 
 
 
[
ﾊ
ﾟ
ｽ
ｽ
ﾙ
ｰ
]

 
ｶ
ｲ
ｼ
ﾞ
ｮ
ﾎ
ｳ
ｼ
ｷ
 
[
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
]

 
ｿ
ｳ
ｻ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
 
 
 
[
0
1
]

3
.長

押
し

時
間

[
0
.
1
]
～
[
5
.
0
]
秒

 
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
 
[
2
.
0
]
s
e
c

（
ﾅ
ｶ
ﾞ
ｵ
ｼ
ｼ
ﾞ
ｶ
ﾝ
）

初
期

値
：

[
2
.
0
]
秒
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リ
セ

ッ
ト

-
-

設
定

中
の

階
層

・
チ

ャ
ン

ネ
ル
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操作編

送信モードの説明

送信モードは、操作スイッチでまなぶくんを操作して、家電機器、コール（呼び鈴）、介護ベッド用接点ユ
ニット等の操作を行います。
階層・チャンネルを選択して赤外線信号を送信する基本操作の他に、学習モードでパススルーを設定した場
合はパススルーモード操作、設定モードでコールを有効にした場合はコール操作を行います。
※設定モード、学習モードの設定が完了していない場合は先に設定を行って下さい。

送信モードへの切替え

まなぶくん本体背面のモードスイッチ（P3）を「送信」（中央）にスライドして送信モードに切替えま
す。

送信モードの液晶画面、表示器の表示

送信モードに切替えると下のような表示になります。
送信モード切替え後、最初に表示される階層・チャンネルは、送信データが設定されている階層・チャ
ンネルの中で最も若い番号です。この階層・チャンネルを原点と呼びます。

液晶画面

送信モード表示→ <ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1] ← 制御方式表示

階層番号表示→ ￫ｶｲｿｳ[01]  ﾁｬﾝﾈﾙ[01] ←チャンネル番号表示

3、4行目には送信データを表示→
[ｶﾞｸｼｭｳ]

表示器

階層番号（左側2桁）→  01 . 01 . ←チャンネル番号（右側2桁）

全ての階層・チャンネルに有効な送信データが設定されていない場合、下のような表示になり操作はで
きません。学習モードで送信データを設定して下さい。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]
 ｶｲｿｳ[--]  ﾁｬﾝﾈﾙ[--]

* ｿｳｼﾝﾃﾞｰﾀｶﾞｱﾘﾏｾﾝ  *

表示器

 -- . -- .

液晶画面の3、4行目には現在の階層･チャンネルに設定されている送信データ種類、長押し操作の有効/
無効等の出力に関する情報が表示されます。

［学習］の場合

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[01]

送信データ種類［学習］→ [ｶﾞｸｼｭｳ]     [ﾅｶﾞｵｼ] ←長押し操作有効の場合、[ﾅｶﾞｵｼ]表示
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［接点］の場合

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[02]

送信データ種類［接点］→ [ｾｯﾃﾝ] ←長押し操作無効の場合、表示無し

接点ユニットID→ ﾕﾆｯﾄID[A]   ｾｯﾃﾝ[01] ←接点番号

［パススルー］の場合

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[03]

送信データ種類［パススルー］→ [ﾊﾟｽｽﾙｰ]   ﾕﾆｯﾄID[0] ←接点ユニットID

スイッチ11連動接点番号→ SW11:ｾ[09] SW1:ｾ[10] ←スイッチ1連動接点番号

基本操作
基本操作は、設定モードで設定した制御方式で目的の階層・チャンネルを選択、決定します。
階層・チャンネルのスキャン操作を行うと、階層およびチャンネル番号はそれぞれ下図のような順番で
進みます。
※送信データが設定されていない階層・チャンネルは自動でスキップされます。
※チャンネルスキャンの［--］は「階層スキャンに戻る」を表しています。

ブザー音でもスキャンの状態が分かるように、階層スキャンでは階層原点を表示したとき、チャンネル
スキャンでは［--］を表示したとき下図のようにブザー音が変わります。

この階層スキャン、チャンネルスキャンの動作は全ての制御方式で共通です。
※ダイレクト方式ではチャンネルスキャンは使用しません。

各制御方式の詳細な操作方法は下記ページをご覧下さい。
・オートスキャン1方式の操作方法（P23～24）
・オートスキャン2方式の操作方法（P25～26）
・ステップスキャン方式の操作方法（P27～28）
・ダイレクト方式の操作方法（P29～30）
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オートスキャン1方式の操作方法

・オートスキャン1方式は、一つの操作スイッチでスキャン開始および決定を行い本機を操作します。
・使用する操作スイッチ　
　操作スイッチ11：階層およびチャンネルのスキャン開始、階層およびチャンネルの決定

①階層スキャン
液晶画面、表示器の階層側に選択マークが表示されます。

１．操作スイッチ11を押して階層スキャンを開始します。
　　階層スキャン中は設定したオートスキャン間隔ごとに次の階層が表示されます。

２．目的の階層が表示されているときに操作スイッチ11を押して階層を決定します。
　　階層が決定すると②チャンネルスキャンへ移ります。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1] ← オートスキャン1方式表示

階層に選択マーク(→)→ ￫ｶｲｿｳ[01]  ﾁｬﾝﾈﾙ[01]

3,4行目は送信データを表示→
[ｶﾞｸｼｭｳ]

表示器

階層に選択マーク(・)→  01 . 01 .

②チャンネルスキャン

液晶画面、表示器のチャンネル側に選択マークが表示されます。

１．チャンネルスキャン中は設定したオートスキャン間隔ごとに次のチャンネルが表示されます。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[02] ←チャンネルに選択マーク

[ｾｯﾃﾝ]
ﾕﾆｯﾄID[A]   ｾｯﾃﾝ[01] 

表示器

 01 . 02 . ←チャンネルに選択マーク

２．目的のチャンネルが表示されているときに操作スイッチ11を押してチャンネルを決定します。
　　チャンネルが決定するとスキャンが停止し、送信データが［学習］、［接点］の場合は赤外線信号を
　　送信し、［パススルー］の場合はパススルーモードに移行します。（パススルーモード操作　P31）
　　長押し操作が有効の場合はスイッチを押し続けると赤外線信号を連続して送信します。
　　スイッチを離すとチャンネルスキャン開始待ち状態になり、再びスイッチを押すとチャンネルスキャ
　　ンが始まります。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[02] ←チャンネルに選択マーク

[ｾｯﾃﾝ]
ﾕﾆｯﾄID[A]   ｾｯﾃﾝ[01] 
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表示器

 01 . 02 .
←送信中、スイッチ操作中は
　選択マーク無し

　※チャンネルの表示が「--」のときに操作スイッチ11を押すと階層スキャン中に戻ります。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[--] ←「階層スキャンへ戻る」表示

表示器

 01 . -- . ←「階層スキャンへ戻る」表示

※自動原点復帰［無操作時間］が有効の場合、設定時間以上スイッチ操作をしないと階層・チャンネルが自
　動で原点復帰します。

※自動原点復帰［スキャンループ］が有効の場合、階層およびチャンネルを決定せずにスキャンを設定回数
　ループさせると自動で原点復帰して階層スキャン開始待ち状態になります。

※オートスリープが有効の場合、設定時間以上スイッチ操作をしないと表示器が消灯します。
　消灯中にスイッチ操作をすると表示器が点灯します。
　（消灯中のスイッチ操作も通常操作と同じように動作します。）

※自動原点復帰［無操作時間］とオートスリープがどちらも有効の場合、先に自動原点復帰が作動します。
　自動原点復帰後に設定時間以上スイッチを操作しないとオートスリープが作動します。
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オートスキャン2方式の操作方法

・オートスキャン2方式は、一つの操作スイッチでスキャン開始および決定を行い本機を操作します。
・使用する操作スイッチ　
　操作スイッチ11：階層およびチャンネルのスキャン開始、階層およびチャンネルの決定

①階層スキャン
液晶画面、表示器の階層側に選択マークが表示されます。

１．操作スイッチ11を押して階層スキャンを開始します。
　　階層スキャン中は設定したオートスキャン間隔ごとに次の階層が表示されます。

２．目的の階層が表示されているときに操作スイッチ11を押して階層を決定します。
　　階層が決定すると②チャンネルスキャンへ移ります。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ2] ← オートスキャン2方式表示

階層に選択マーク(→)→ ￫ｶｲｿｳ[01]  ﾁｬﾝﾈﾙ[01]

3,4行目は送信データを表示→
[ｶﾞｸｼｭｳ]

表示器

階層に選択マーク(・)→  01 . 01 .

②チャンネルスキャン

液晶画面、表示器のチャンネル側に選択マークが表示されます。

１．チャンネルスキャン中は設定したオートスキャン間隔ごとに次のチャンネルが表示されます。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ2]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[02] ←チャンネルに選択マーク

[ｾｯﾃﾝ]
ﾕﾆｯﾄID[A]   ｾｯﾃﾝ[01] 

表示器

 01 . 02 . ←チャンネルに選択マーク

２．目的のチャンネルが表示されているときに操作スイッチ11を押してチャンネルを決定します。
　　チャンネルが決定するとスキャンが停止し、送信データが［学習］、［接点］の場合は赤外線信号を
　　送信し、［パススルー］の場合はパススルーモードに移行します。（パススルーモード操作　P31）
　　長押し操作が有効の場合はスイッチを押し続けると赤外線信号を連続して送信します。
　　スイッチを離すとチャンネルスキャンが再開されます。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[02] ←チャンネルに選択マーク

[ｾｯﾃﾝ]
ﾕﾆｯﾄID[A]   ｾｯﾃﾝ[01] 
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表示器

 01 . 02 .
←送信中、スイッチ操作中は
　選択マーク無し

　※チャンネルの表示が「--」のときに操作スイッチ11を押すと階層スキャン中に戻ります。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[--] ←「階層スキャンへ戻る」表示

表示器

 01 . -- . ←「階層スキャンへ戻る」表示

※自動原点復帰［無操作時間］が有効の場合、設定時間以上スイッチ操作をしないと階層・チャンネルが自
　動で原点復帰します。

※自動原点復帰［スキャンループ］が有効の場合、階層およびチャンネルを決定せずにスキャンを設定回数
　ループさせると自動原点復帰機能が働きます。階層スキャン中にこの機能が働くと階層原点で階層スキャ
　ン開始待ち状態になります。チャンネルスキャン中にこの機能が働くとチャンネル原点でチャンネルスキ
　ャン開始待ち状態になります。

※オートスリープが有効の場合、設定時間以上スイッチ操作をしないと表示器が消灯します。
　消灯中にスイッチ操作をすると表示器が点灯します。
　（消灯中のスイッチ操作も通常操作と同じように動作します。）

※自動原点復帰［無操作時間］とオートスリープがどちらも有効の場合、先に自動原点復帰が作動します。
　自動原点復帰後に設定時間以上スイッチ操作をしないとオートスリープが作動します。
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ステップスキャン方式の操作方法

・ステップスキャン方式は、スキャンスイッチと決定スイッチの二つの操作スイッチを使用して本機を操作
　します。
・使用する操作スイッチ
　操作スイッチ11：階層およびチャンネルのスキャン
　操作スイッチ11：階層およびチャンネルの決定

①階層スキャン
液晶画面、表示器の階層側に選択マークが表示されます。

１．操作スイッチ1を押して目的の階層を表示させます。

２．操作スイッチ11を押して階層を決定します。
　　階層が決定すると②チャンネルスキャンへ移ります。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>   [ｽﾃｯﾌﾟｽｷｬﾝ] ← ステップスキャン方式表示

階層に選択マーク(→)→ ￫ｶｲｿｳ[01]  ﾁｬﾝﾈﾙ[01]

3,4行目は送信データを表示→
[ｶﾞｸｼｭｳ]

表示器

階層に選択マーク(・)→  01 . 01 .

②チャンネルスキャン

液晶画面、表示器のチャンネル側に選択マークが表示されます。

１．操作スイッチ1を押して目的のチャンネルを表示させます。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>   [ｽﾃｯﾌﾟｽｷｬﾝ]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[02] ←チャンネルに選択マーク

[ｾｯﾃﾝ]
ﾕﾆｯﾄID[A]   ｾｯﾃﾝ[01] 

表示器

 01 . 02 . ←チャンネルに選択マーク

２．操作スイッチ11を押してチャンネルを決定します。
　　チャンネルが決定すると送信データが［学習］、［接点］の場合は赤外線信号を送信し、［パススル
　　ー］の場合はパススルーモードに移行します。（パススルーモード操作　P31）
　　長押し操作が有効の場合はスイッチを押し続けると赤外線信号を連続して送信します。
　　スイッチを離すと②チャンネルスキャンの1.の状態に戻ります。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>   [ｽﾃｯﾌﾟｽｷｬﾝ]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[02] ←チャンネルに選択マーク

[ｾｯﾃﾝ]
ﾕﾆｯﾄID[A]   ｾｯﾃﾝ[01] 
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表示器

 01 . 02 .
←送信中、スイッチ操作中は
　選択マーク無し

　※チャンネルの表示が「--」のときに操作スイッチ11を押すと①階層スキャンに戻ります。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>   [ｽﾃｯﾌﾟｽｷｬﾝ]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[--] ←「階層スキャンへ戻る」表示

表示器

 01 . -- . ←「階層スキャンへ戻る」表示

※自動原点復帰［無操作時間］が有効の場合、設定時間以上スイッチ操作をしないと階層・チャンネルが自
　動で原点復帰します。

※自動原点復帰［スキャンループ］が有効の場合、チャンネルスキャンを設定回数ループさせると階層・
　チャンネルが自動で原点復帰します。

※オートスリープが有効の場合、設定時間以上スイッチ操作をしないと表示器が消灯します。
　消灯中にスイッチ操作をすると表示器が点灯します。
　（消灯中のスイッチ操作も通常操作と同じように動作します。）

※自動原点復帰［無操作時間］とオートスリープがどちらも有効の場合、先に自動原点復帰が作動します。
　自動原点復帰後に設定時間以上スイッチ操作をしないとオートスリープが作動します。
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ダイレクト方式の操作方法

・ダイレクト方式は、一つの階層スキャンスイッチと、最大10個のチャンネル決定スイッチを使用して本
　機を操作します。
・使用する操作スイッチ
　操作スイッチ1～10：チャンネル決定（操作スイッチ番号がそのままチャンネル番号になります。）
　操作スイッチ11　　：階層スキャン

①階層スキャン

液晶画面、表示器の階層、チャンネルの両方に選択マークが表示されます。

・操作スイッチ11を押して目的の階層を表示させます。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>      [ﾀﾞｲﾚｸﾄ] ← ダイレクト方式表示

階層に選択マーク(→)→ ￫ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[01] ←チャンネルに選択マーク(→)

3,4行目は送信データを表示→
[ｶﾞｸｼｭｳ]

表示器

階層に選択マーク(・)→  01 . 01 . ←チャンネルにに選択マーク(・)

②チャンネル決定
液晶画面、表示器の階層、チャンネルの両方に選択マークが表示されます。

・操作スイッチ1～10を押すとチャンネルが決定します。
　チャンネルを決定すると送信データが［学習］、［接点］の場合は赤外線信号を送信し、［パススルー］
　の場合はパススルーモードに移行します。（パススルーモード操作　P31）
　長押し操作が有効の場合はスイッチを押し続けると赤外線信号を連続して送信します。
　スイッチを離すと次の操作待ち状態になります。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>      [ﾀﾞｲﾚｸﾄ]
階層に選択マーク→ ￫ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[03] ←チャンネルに選択マーク

[ﾊﾟｽｽﾙｰ]   ﾕﾆｯﾄID[0]
SW11:ｾ[09] SW1:ｾ[10]

表示器

 01 . 03 .
←送信中、スイッチ操作中は
　選択マーク無し

※送信データが設定されていないチャンネルの操作スイッチを押すと下のような表示になり、赤外線信
　号は送信されません。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>      [ﾀﾞｲﾚｸﾄ]
￫ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[04]
[ｶﾞｸｼｭｳ]
* ｿｳｼﾝﾃﾞｰﾀｶﾞｱﾘﾏｾﾝ  *
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表示器

 01 . 04 .

※自動原点復帰［無操作時間］が有効の場合、設定時間以上スイッチ操作をしないと階層・チャンネルが自
　動で原点復帰します。

※オートスリープが有効の場合、設定時間以上スイッチ操作をしないと表示器が消灯します。
　消灯中にスイッチ操作をすると表示器が点灯します。
　（消灯中のスイッチ操作も通常操作と同じように動作します。）

※自動原点復帰［無操作時間］とオートスリープがどちらも有効の場合、先に自動原点復帰が作動します。
　自動原点復帰後に設定時間以上スイッチ操作をしないとオートスリープが作動します。
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パススルーモード操作
パススルーモード操作では、学習モードで設定した操作スイッチ11および操作スイッチ1の連動接点と
パススルーモード解除の操作を行います。

基本操作でスキャン中の階層・チャンネルに送信データ［パススルー］が設定されている場合、画面1.
のようにパススルー出力の情報が表示されます。

［パススルー］が設定された階層・チャンネルを決定するとパススルーモードに移行し、液晶画面には
パススルー解除操作の情報（無操作］方式の場合には画面2、［長押し］方式の場合には画面3）が表示
され、表示器にはパススルーモードを表す「PA55」が表示されます。パススルーモード中は操作スイッチ
11および操作スイッチ1を押すと設定した接点が連動してONになります。
パススルー解除操作を行うと基本操作（階層・チャンネル選択）に戻ります。
パススルーモードが解除される際にブザーが「ピピッ（低高）」と鳴ります。

画面1

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[03]

送信データ種類［パススルー］→ [ﾊﾟｽｽﾙｰ]   ﾕﾆｯﾄID[0] ←接点ユニットID

操作スイッチ11連動接点番号→ SW11:ｾ[09] SW1:ｾ[10] ←操作スイッチ1連動接点番号

画面2

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[03]

パススルー解除の操作方式→ ﾊﾟｽｽﾙｰｶｲｼﾞｮ:[ﾑｿｳｻ]
無操作時間→             [300]sec

画面3

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[03]

パススルー解除の操作方式→ ﾊﾟｽｽﾙｰｶｲｼﾞｮ:[ﾅｶﾞｵｼ]
操作スイッチ番号と長押し時間→ ｽｲｯﾁ[11] ｦ  [3.0]sec

表示器

パススルーモード「PASS」表示→  PA . 55 .

コール操作
コール操作は、設定モードで設定したコール操作（P11～12）を行い、コール出力をONにします。
コール操作は送信モードのどの状態からでも操作可能です。
コール出力がONになると液晶画面および表示器にはコールON状態であることが表示され、ブザーが
「ピピッ（高高）」と鳴ります。
設定モードで設定したコールON時間が経過すると自動でコールOFFになり、基本操作（階層・チャン
ネル選択）に戻ります。
※オートスキャン中にコールONになった場合、スキャンは停止します。
※パススルーモード中にコールONになった場合、パススルーモードは解除されます。

液晶画面

<ｿｳｼﾝ>    [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]
 ｶｲｿｳ[01] ￫ﾁｬﾝﾈﾙ[01]

コールON状態表示→ *      ｺｰﾙON       *

表示器

コールON状態「CALL」表示→  CA . LL .
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仕様・その他

仕様

基本構成

・本体　　　　　：1個
・表示器　　　　：1個
・送信器　　　　：2個
・ＡＣアダプター：1個

電源電圧
・入力：AC100-240V　50/60Hz　0.2A
・出力：DC5V　2.0A

消費電力 ・最大5Ｗ

チャンネル数 ・120チャンネル　（12階層 × 10チャンネル）

制御方式

・オートスキャン１方式　（1スイッチ操作）
・オートスキャン２方式　（1スイッチ操作）
・ステップスキャン方式　（2スイッチ操作）
・ダイレクト方式　　　　（最大11スイッチ操作）

赤外線信号学習方式
・信号記憶式  
　※学習には元となるリモコンが必要です。

出力
・赤外線リモコンから学習した赤外線信号
・接点ユニット（別売り）用赤外線信号
・コール（呼び鈴）用リレー出力

操作スイッチ接続コネクタ
・コネクタ：Φ3.5mmモノラルジャック
・口数　　：11

表示器・送信器・その他
周辺機器接続コネクタ

・コネクタ：RJ45モジュラージャック
・本体口数：4

コール出力コネクタ

・コネクタ：Φ3.5mmモノラルジャック
・口数　　：1
・リレー　：フォトMOSリレー（a接点）
・定格負荷：DC40V　2A

外形寸法
・本体　：150mm×45mm×100mm
・表示器：130mm×65mm×45mm
・送信器：50mm×50mm×25mm

※操作スイッチ、コール（呼び鈴）、表示器の支持具は付属しません、別途ご用意下さい。
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設定モード設定項目一覧
設定メニュー 設定項目 初期値 設定範囲 参照ページ

制御方式 1 ．制御方式 [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1] [ｵｰﾄｽｷｬﾝ1]～[ﾀﾞｲﾚｸﾄ]

P10

2 ．スキャン間隔 [1.0]秒 [0.1]～[10.0]秒

自動原点復帰 1 ．無操作時間 [10]分 [--](無効)～[60]分

2 ．スキャンループ [5]ループ [--](無効)～[15]ループ

オートスリープ 1 ．無操作時間 [10]分 [--](無効)～[60]分

ブザー（操作音） 1 ．音程 [ﾋｸｲ] [ﾋｸｲ]、[ﾀｶｲ]

P11

2 ．本体ボリューム [1](小) [0](消音)～[2](大)

3 ．表示器ボリューム [1](小) [0](消音)～[2](大)

コール 1 ．操作方式 [ｺｰﾙﾑｺｳ] [ｺｰﾙﾑｺｳ]～[ﾘｽﾞﾑ]

2 ．コールON時間 [1.0]秒 [0.1]～[5.0]秒

コール操作　長押し方式 1 ．操作スイッチ [11] [01]～[11]

2 ．長押し時間 [2.0]秒 [0.1]～[5.0]秒

コール操作　早押し方式 1 ．操作スイッチ [11] [01]～[11]

P12

2 ．制限時間 [3.0]秒 [0.1]～[5.0]秒

3 ．操作回数 [3]回 [2]～[4]回

コール操作　リズム方式 1 ．操作スイッチ [11] [01]～[11]

2 ．許容ばらつき時間 [0.2]秒 [0.0]～[1.0]秒

3 ．操作回数 [3]回 [3]～[4]回

スイッチ11フィルター 1 ．ONフィルター [0.05]秒 [0.00]～[2.50]秒

2 ．OFFフィルター [0.00]秒 [0.00]～[2.50]秒

スイッチ01フィルター 1 ．ONフィルター [0.05]秒 [0.00]～[2.50]秒

P13

2 ．OFFフィルター [0.00]秒 [0.00]～[2.50]秒

スイッチ02フィルター 1 ．ONフィルター [0.05]秒 [0.00]～[2.50]秒

2 ．OFFフィルター [0.00]秒 [0.00]～[2.50]秒

スイッチ03フィルター 1 ．ONフィルター [0.05]秒 [0.00]～[2.50]秒

2 ．OFFフィルター [0.00]秒 [0.00]～[2.50]秒

スイッチ04フィルター 1 ．ONフィルター [0.05]秒 [0.00]～[2.50]秒

2 ．OFFフィルター [0.00]秒 [0.00]～[2.50]秒

スイッチ05フィルター 1 ．ONフィルター [0.05]秒 [0.00]～[2.50]秒

2 ．OFFフィルター [0.00]秒 [0.00]～[2.50]秒

スイッチ06フィルター 1 ．ONフィルター [0.05]秒 [0.00]～[2.50]秒

2 ．OFFフィルター [0.00]秒 [0.00]～[2.50]秒

スイッチ07フィルター 1 ．ONフィルター [0.05]秒 [0.00]～[2.50]秒

2 ．OFFフィルター [0.00]秒 [0.00]～[2.50]秒

スイッチ08フィルター 1 ．ONフィルター [0.05]秒 [0.00]～[2.50]秒

2 ．OFFフィルター [0.00]秒 [0.00]～[2.50]秒

スイッチ09フィルター 1 ．ONフィルター [0.05]秒 [0.00]～[2.50]秒

2 ．OFFフィルター [0.00]秒 [0.00]～[2.50]秒

スイッチ10フィルター 1 ．ONフィルター [0.05]秒 [0.00]～[2.50]秒

2 ．OFFフィルター [0.00]秒 [0.00]～[2.50]秒

オールリセット - - -
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学習モード設定項目一覧
設定メニュー 設定項目 初期値 設定範囲 参照ページ

送信データ 1．送信データ種類 [ｶﾞｸｼｭｳ] [ｶﾞｸｼｭｳ]～[ﾊﾟｽｽﾙｰ] P16

　[ｾｯﾃﾝ]用
2．接点ユニットID [0] [0]～[F]

P17

3．接点番号 [01] [01]～[10]

　[ﾊﾟｽｽﾙｰ]用

2．接点ユニットID [0] [0]～[F]

3．スイッチ11連動接点番号 [09] [01]～[10]

4．スイッチ01連動接点番号 [10] [--](無効)～[10]

リモコン学習 - - -
P18

長押し操作　[ｶﾞｸｼｭｳ]用 1．長押し操作 [OFF] [OFF]、[ON]

2．送信間隔 [1.00]秒 [0.00]～[2.50]秒

P19

長押し操作　[ｾｯﾃﾝ]用 1．長押し操作 [OFF] [OFF]、[ON]

2．接点ON時間 [0.2]秒 [0.2]～[5.0]秒

パススルーモード解除 1．解除方式 [ﾑｿｳｻ] [ﾑｿｳｻ]、[ﾅｶﾞｵｼ]

　[ﾑｿｳｻ]用 2．無操作時間 [60]秒 [10]～[600]秒

　[ﾅｶﾞｵｼ]用
2．操作スイッチ [11] [01]、[11]

3．長押し時間 [2.0]秒 [0.1]～[5.0]秒

リセット - - -
P20

階層選択へ戻る - - -

〒195-0051

東京都町田市真光寺町1051－12

Mail：info@maruyama-denki.com

URL ：https://maruyama-denki.com
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保証書

この保証書は、本書の記載内容に基づき無償修理させて頂くことをお約束するものです。
下記の保証期間内に故障した場合は本書をご提示の上、販売代理店にご連絡下さい。

保証規定

・正常なご使用状態で保証期間内に故障した場合は無償修理いたします。

・次のような場合は、保証期間中でも有償修理となります。

　①使用上の誤り、不当な修理や改造による故障および損傷

　②保証書のご提示がない場合

　③保証書にお客様名、お買い上げ日、販売店名の記載がない場合

　④火災、地震、水害、落雷、その他天災地異、異常電圧、公害など、本製品の外部に
　　原因がある故障および損傷

　⑤お買い上げ後の移動、落下や運送上の故障および損傷

　⑥ご使用後のキズ、変色、汚れおよび保管上の不備による損傷

・本書は日本国内においてのみ有効です。

製品名 環境制御装置まなぶくん MD-ECS-01C

保証期間 お買い上げ日より1年間

お買い上げ日 年　　　　月　　　　日

お客様記入欄

氏名

住所

電話番号

販売代理店記入欄

店名

住所

電話番号

製造元

　丸山電機
　　〒195-0063　東京都町田市真光寺町1051-12

　　Mail ： info@maruyama-denki.com
　　URL： https://maruyama-denki.com


